
藤
島
歴
史
公
園
「H

isu

花
」
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
開
始
イ
ベ
ン
ト

「H
isu

花de

な
い
と

2025

」
が

月
２
日
開
催

11

さ
れ
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、『
ホ

シ
★
フ
ジ
～
あ
な
た
の
こ

こ
ろ
のY

ohaku

～
』。

■
日
時

令
和
７
年

月
11

２
日
（
日
曜
）

時
か
ら

15

時
20■

場
所

藤
島
歴
史
公
園

「H
i
s
u

花
」
及
び
東
田
川

文
化
記
念
館

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
藤
島
地
域
に

お
け
る
義
務
教
育
学
校
の

設
立
と
、
早
期
統
合
・
開

校
に
関
す
る
説
明
会
」が
、

月

日
渡
前
で
、

日

10

28

29

東
栄
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

（

月
４
日
藤
島
）。

11

開
校
時
期
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
小
学
校

４
～
６
年
生
全
員
に
も
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

最
も
早
い
早
期
統
合
の

令
和

年
度
に
賛
成
は
、

11

保
護
者
で
３
割
台
、
児
童

で
は
３
割
を
下
回
り
ま
し

た
（
上
表
）。

統
廃
合
の
賛
否
は
問
わ

ず
、
開
校
時
期
の
み
の
設

問
で
し
た
が
、
さ
さ
や
か

な
抵
抗
が
見
え
ま
す
。

藤
島
地
域
の
前
年
中
の

婚
姻
数
は
９
件
、
出
生
数

は

人
で
、
急
激
な
地
域

28
消
滅
の
真
っ
只
中
で
す
。

こ
の
４
年
間
、
義
務
教

育
学
校
を
持
ち
込
ん
だ
議

論
が
加
速
さ
せ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

日
向
富
編
・
歌
集
「
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
」
⑮

第

回
例
会
詠
草

昭
和

年
３
月
９
日

13

46

古
き
よ
り
部
落
に
伝
は
る
古
峯
ケ
原
講
の
み
く

じ
当
り
て
鎮
火
の
旅
へ

石
川
き
く
せ

年
老
い
て
初
め
て
見
た
る
東
京
の
い
づ
こ
を
見

て
も
道
路
と
車

同

人

水
落
ち
る
瀬
の
岩
影
に
鮭
一
尾
傷
つ
き
し
躰
じ

っ
と
休
め
を
り

石
川
重
雄

校
長
も
金
峯
詣
り
せ
し
と
聞
く
受
験
期
の
此
の

頃
空
も
け
は
し
き

石
川
悌
三

去
年
の
春
傷
め
し
脚
を
試
さ
む
と
雪
消
え
し
畑

を
踏
み
し
め
て
見
る

石
川
錬
太
郎

娘
よ
り
誕
生
祝
ふ
電
話
来
て
妻
は
楽
し
げ
に
雛

飾
り
を
り

同

人

寝
つ
か
れ
ず
手
帖
開
き
て
詠
草
と
思
へ
ど
心
生

活
に
も
ど
る

海
藤
徳
三

穏
や
か
な
冬
日
を
共
に
喜
べ
ど
春
の
気
候
は
如

何
に
と
思
ふ

同

人

水
澄
め
る
川
登
り
来
し
鮭
の
群
尾
ひ
れ
鼻
先
傷

あ
と
白
く

小
鷹
和
子

ア
ク
セ
ル
に
足
の
と
ど
か
ず
ハ
ン
ド
ル
に
つ
か

へ
る
腹
よ
産
み
月
近
し

鈴
木
繁
子

名
曲
を
胎
教
と
し
て
聞
き
居
れ
ば
タ
ン
ゴ
の
如

き
胎
動
の
あ
り

同

人

吹
雪
け
ど
も
炬
燵
の
温
き
故
郷
の
こ
よ
な
く
恋

し
夜
勤
の
夜
は

土
田
昭
太
郎

令
和

年
度
開
校
に
賛
成
は
３
割

11

義
務
教
育
学
校
の
開
校
時
期
ア
ン
ケ
ー
ト

藤島地域における義務教育学校の開校時期に関するアンケート結果から(一部抜粋)

（最も早い早期統合の令和11年度に賛成は、保護者で３割台、児童では３割を下回る）



鶴
岡
市
議
会
が
、「
農
業

の
再
生
と
食
料
安
全
保
障

の
確
立
に
向
け
た
実
効
性

の
あ
る
所
得
補
償
制
度
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
」

を
、
９
月
議
会
で
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
が
、

新
聞
「
農
民
」

月

日

10

27

号
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

菅
井
巌
議
員
と
草
島
進

一
議
員
が
、
共
同
で
議
員

提
案
し
ま
し
た
。

意
見
書
調
整
で
は
、
民

主
党
時
代
の
戸
別
所
得
補

償
制
度
な
ど
に
否
定
的
な

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

農
家
出
身
の
他
の

議
員
か
ら
も
「
所

得
補
償
が
な
け
れ

ば
、
安
心
し
て
農

業
は
続
け
ら
れ
な

い
」
と
の
意
見
も

出
さ
れ
、
所
得
補

償
を
求
め
る
意
見

書
は
画
期
的
で
す

（
新
聞
の
写
真
は

菅
井
巌
議
員
）。

日
本
科
学
者
会
議
発
行

の
月
刊
誌
『
日
本
の
科
学

者
』

月
号
は
、「
洋
上
風

11

力
発
電
の
課
題
」が
特
集
。

特
集
を
担
当
し
た
の
が

草
島
進
一
議
員
で
、「
ま
え

が
き
」
と
「
キ
ー
ワ
ー
ド

解
説
」、巻
頭
論
文
を
執
筆
。

他
に
８
人
の
研
究
者
が
書

い
て
い
ま
す
。

日
本
の
洋
上
風
力
発
電

の
問
題
を
、「
離
岸
距
離
が

短
す
ぎ
る
」、「
風
車
騒
音

に
よ
る
健
康
被
害
」、「
渡

り
鳥
へ
の
影
響
」、「
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
問
題
」
に
つ

い
て
解
明
し
て
い
ま
す
。

元
水
産
庁
長
官
を
務
め

た
長
谷
成
人
氏
も
執
筆
し
、

漁
業
と
の
調
整
の
考
え
方

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

月
８
日(

土)

に
、
山

11
形
大
学
小
白
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
同
テ
ー
マ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
た
な
連
立
が
怖
い

自
民
党
と
連
立
し
て
四

半
世
紀
余
。
悪
政
に
力
を

貸
し
て
き
た
公
明
党
が
、

こ
れ
を
改
め
な
い
と
一
緒

に
は
や
っ
て
い
け
な
い
と

い
う
点
・「
政
治
資
金
」に
、

自
民
党
が
ま
と
も
な
対
応

を
し
な
か
っ
た
の
で
、
三

下
り
半
を
突
き
付
け
た
。

▲
そ
ん
な
自
民
党
に
く
っ

つ
い
た
の
が
日
本
維
新
の

会
だ
。
こ
の
党
は
、
公
明

党
よ
り
も
政
治
資
金
に
つ

い
て
は
強
く
改
善
を
求
め

て
い
た
事
は
衆
目
の
事
実
。

し
か
し
、
こ
れ
を
後
継
に

追
い
や
っ
て
新
た
な
条
件

を
自
民
党
が
飲
ん
だ
こ
と

か
ら
連
立
す
る
こ
と
に
。

▲
そ
ん
な
訳
で
、
党
の
総

裁
に
な
っ
た
け
れ
ど
も「
総

理
大
臣
に
な
れ
な
い
女
」

ナ
ン
テ
泣
き
言
を
言
っ
て

い
た
高
市
さ
ん
が
、
維
新

の
数
等
で
総
理
大
臣
に
。

▲
新
た
な
条
件
と
言
う
の

が
大
変
な
事
だ
よ
。
国
会

議
員
が
多
い
か
ら
金
が
掛

る
。
だ
か
ら
議
員
数
を
減

ら
す
と
い
う
議
案
を
今
の

臨
時
国
会
に
提
案
す
る
事

な
ん
だ
。
し
か
も
、
最
も

公
平
な
比
例
を
減
ら
す
ん

だ
。
議
案
出
な
け
れ
ば
連

立
を
辞
め
る
脅
し
の
声
も
。

▲
議
員
の
数
を
減
ら
す
と

い
う
重
大
な
事
を
２
党
間

で
合
意
し
議
案
に
す
る
約

束
と
は
、
民
主
的
で
は
な

い
。
ま
～
四
半
世
紀
余
も

一
緒
だ
っ
た
公
明
が
見
捨

て
た
後
に
く
っ
付
い
た
も

の
は
、
も
っ
と
タ
チ
が
悪

か
ろ
う
と
の
声
。
あ
ん
な

に
強
硬
だ
っ
た
政
治
資
金

問
題
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

ま
で
だ
か
ら
。

▲
維
新
は
「
身
を
切
る
」

と
言
い
な
が
ら
民
意
を
削

る
。
国
会
議
員

人
減
で

50

億
円
だ
が
、
年
間
総
額

35３
１
５
億
円
の
政
党
助
成

金
こ
そ
削
る
べ
き
だ
。

▲
新
た
な
連
立
は
得
体
の

知
れ
な
い
恐
ろ
し
さ
を
感

ず
る
ん
だ
。
悪
い
所
に
悪

い
物
が
く
っ
付
く
。
こ
れ

を
癒
着
と
言
う
ん
だ
が
、

こ
れ
は
猛
烈
に
痛
い
ん
だ
。

そ
の
痛
み
は
国
民
へ
・
と

な
る
よ
。（
石
川
）

雑
詩

雑
詩
（
ざ
つ
し
）

城
貞
（
藤
の
花
）

其
七

其
の
七

地
僻
人
生
百
歳
求

地
僻
の
人
生

百
歳

求
む

ち

へ

き

じ
ん
せ
い

ひ
や
く
さ
い

も
と

赤
河
日
日
見
溶
流

赤
河

日
日

溶
と
し
て
流
る
る
を
見
る

せ

き

か

ひ

び

よ
う

な
が

み

衰
遅
詳
算
命
途
事

衰
遅

詳
し
く
命
途
の
事
を
算
う
れ
ば

す

い

ち

く
わ

め

い

と

こ
と

か
ぞ

誰
曰
彭
殤
共
一
籌

誰
か
曰

彭

殤

共
に
一
籌

た
れ

い
う

ほ
う

し
よ
う

と
も

い
つ
ち
ゆ
う

片
田
舎
の
こ
れ
と
い
っ
た
楽
し
み
の
な
い
人
生
で

あ
る
が
、
百
歳
ま
で
の
人
生
を
願
う
。

赤
川
の
水
が
毎
日
止
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
て
い
る

の
を
見
て
い
る
と
、
な
ん
と
は
な
し
に
、
時
の
流

を
感
じ
る
。

老
齢
に
な
っ
て
詳
し
く
運
命
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
と
、

誰
が
言
っ
た
の
か
、
長
寿
と
短
命
は
、
当
た
り
は

ず
れ
と
同
じ
こ
と
だ
と
。

雑
詩
＝
折
に
触
れ
て
感
じ
た
こ
と
を
詠
っ
た
詩
。
地
僻
＝
片
田
舎
。
人
生
＝
人
の

一
生
。
求
＝
願
う
。
赤
河
＝
赤
川
。
日
日
＝
毎
日
。
溶
＝
水
が
さ
か
ん
に
流
れ
る
。

衰
遅
＝
老
齢
。
詳
＝
細
か
に
。
算
＝
見
積
も
る
。

命
途
＝
運
命
。
曰
＝
い
わ
く
。
「
日
」
じ
つ
は
別

字
。
彭
殤
＝
彭
は
、
七
百
年
生
き
た
と
言
わ
れ
る

仙
人
。
殤
は
、
成
年
に
達
し
な
い
う
ち
に
死
ぬ
こ

と
。
一
籌
＝
昔
、
中
国
の
遊
び
の
「
数
」
と
り
の

道
具
で
、
一
本
取
っ
て
当
た
り
は
ず
れ
を
決
め
る

棒
の
こ
と
。

鶴
岡
市
議
会
の
意
見
書
可
決

新
聞
「
農
民
」
の
ト
ッ
プ
記
事
に

『
日
本
の
科
学
者
』

月
号

11

「
洋
上
風
力
発
電
の
課
題
」


